


多
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
市
政
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
表
彰
す
る
第
三
一
回
市
民
表
彰
・
褒
賞

の
授
与
式
が
、
｜
｜
月
二
二
日
（
火
）
に
市
役
所
で
開
か
れ
ま

し
た
。
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
市
民
表
彰
が
六
人
、
市
民
褒
賞

が
二
人
で
す
。

式
で
は
、
岩
倉
市
長
か
ら
表
彰
状
や
褒
賞
状
な
ど
が
贈
ら

れ
、
「
地
域
社
会
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
多
大
の
ご
貢
献

を
い
た
だ
い
た
そ
の
ご
努
力
と
不
断
の
ご
苦
労
に
対
し
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

永隼鋤燕鐵を｡たた筵:表寸

昭
和
別
年
か
ら
平
成
岨
年
ま
で
の
別
年
間
、
高
萩
市
商
工
会
の
理
事

と
し
て
地
域
の
商
工
業
進
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
萩
市
商
業

活
動
調
整
協
議
会
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
４
年
か
ら
Ⅱ
年
間
、
高
萩
市
観
光
協
会
の
理
事
と
し
て
観
光
振

興
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
萩
市
海
水
浴
場
運
営
委
員
会
事
故
対

策
部
会
部
会
長
と
し
て
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

蕊謹譲

蝿
』削冊職

（八一℃か

石田秀實さん(東本町）

少しでも地域のお役に立

ちたいと思っていました。

私を支えて下さったみな

|さんに心より感謝とお礼
を申しあげます。

小野悦男さん(有明町）

市観光協会をはじめ、皆

様方には深く感謝してお

ります。この受賞を糧と

し、今後も高萩市の発展

に尽力していきます。

ー

市民表彰

昭
和
媚
年
か
ら
現
在
ま
で
の
調
年
余
に
わ
た
り
、
高
萩
市
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
協

議
会
の
役
員
と
し
て
も
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
杣
年
か
ら
高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
役
員
、
平
成
７
年
か
ら
は

会
長
と
し
て
、
交
通
安
全
運
動
の
普
及
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
貢

献
さ
れ
、
防
犯
連
絡
員
協
議
会
会
長
と
し
て
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

照山昭一さん(安良川）

今回の受賞は活動を支え
、

て下さった多くのみなさ

んのご協力のおかげだと“
感謝しております。これ'1
からも頑張っていきます。 ！

市民褒賞

昭
和
源
年
か
ら
現
在
ま
で
の
通
算
訓
年
余
に
わ
た
り
、
高
萩
市
体
育

指
導
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
各
種
大
会
等
の
企
画
運
営
な
ど
に

積
極
的
に
参
画
し
、
社
会
体
育
の
普
及
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー

細金州子さん(赤浜）
平
成
８
年
か
ら
高
萩
市
保
健
推
進
員
と
し
て
地
域
の
保
健
衛
生
及
び

地
区
組
織
育
成
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
川
年
か

ら
は
同
連
絡
協
議
会
の
会
長
と
し
て
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
閑
年
か
ら
加
年
間
大
能
地
区
常
設
委
員
と
し
て
本
市
の
農
業

行
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
３
年
か
ら
平
成
胴
年
ま

で
は
常
設
委
員
会
副
会
長
と
し
て
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

体育指導委員としての30

,年間は多くのみなさんに

支えられてきました。心

から感謝してお礼を申し

上げます。

宙

薄
雛

イ

細金州子さんは市民褒賞と合わせて、

永年にわたり親子体操教室の指導にあ

たられるなど社会体育の振興に貢献さ

れた功績に対し､10月13日休)に秋田県

立武道館で行われた第46回全国体育指

導委員研究協議会において【30年勤続

体育指導委員表彰】を授与されました。

侭

皇鼻

佐野徹夫さん(島名） 佐川順一郎さん(捕日

この度の受賞は保健推進

員のみなさんの活動によっ

て受けることができまし

た。今後とも保健事業の

推進に努めます。

思いがけない受賞に恐縮

しております。みなさん

の協力に助けられて活動

してきました。ありがと

うございました。
｜
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f-馨一 堅冒阜琵琶達毒琴

蕊い毒蕊 霞
■

昭
和
例
年
か
ら
現
在
ま
で
、
高
萩
市
青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少
年

の
健
全
育
成
や
非
行
防
止
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
同

協
議
会
の
副
会
長
と
し
て
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

鱗

＃鶏
孫¥‘ ’Iiﾘ聯・

澪
灘

織1

1抄塀 ｛

、シ〆

正木政子さん(東本町）

健全育成活動等をとおし

て、青少年たちの素直な

気持ちを私たち市民一人

ひとりが見守ってあげた

いと思います。

佐藤敏雄さん(島名）

昭和54年から現在までの26年余

にわたり､農業委員として活躍され、

晨業の振興に貢献されるとともに、

平成12年からは農業委員会会長とし

て会の強化にも尽力されています。

大内喜代司さん(有明町）

昭和48年から現在まで親子水泳

教室や市民駅伝大会などの開催に

尽力され、また会長としても各種

スポーツ教室や大会などの企画．

立案・運営にも参画されています。
二

受賞と入賞
ー

－おめでとうございます

日立税務署管内歴代国税モニター会長賞

関場歩美(秋山中2犀） 「しっかりと納めて安心僕らの未来」従業員の表彰(敬称略）高萩市商工会が永年勤続者･優良’

1 1月4日(金) |ご開かれたこの表彰式では、関係者が出

席するなか、勤続5年から45年までの計53名のみなさん

が表彰されました。

■永年勤続45年(茨城県知事賞）

隈元昭(日本原料㈱高萩営業所)、竹沢達雄(大部林業製材所）

■永年勤続40年(茨城県知事賞）

今槁干治(今橋工務店）

■永年勤続35年(茨城県商工労働部長賞）

宇野陽 (高萩陸運㈲)、郡司守生(KDD㈱茨城衛星通信センタ ）

揚石市蔵(㈱中井工務店)、熊代誠(㈱根本製作所）

■永年勤続30年(茨城県商工労働部長賞）

金澤俊治(KDD㈱茨城衛星通信センター）

会福祉大会で表彰(敬称略)第55回茨城県社

県知事表彰(共同募金奉仕団体）

高萩市地域女'|'生団体連絡協議会、高萩市母子寡婦福祉

会、 JA茨城ひたち高萩地区女'|'生部、高萩市オパル会

県社協会長表彰

小川てる(社協評議員：高戸)、大高照子(同仁会子どもホム主

任事務員：十王町)、菊池洋子(同仁束保育園調理員：高浜町）

感謝菱沼とみ子(高浜町）

の入選者(敬称略）道促進週間コンクール下水
ひ仮〉万 ←あり

ポスターの部和知媛香(高萩小4年)、沼田紫織(高萩中3年)、

大津拓也(高萩中3年）

書道鰻部内山嵩舎(高萩小5鶏飛田亘希(高萩中2弔)』曇石
井郁弥 （秋山小2年)、瀧野祥生(高萩中3年)、蛭野依澄(秋
山小2年）

とｰら言

標語の部和賀智紀(高萩小6年）

「下水道青い地球の応えん団」鱗
識 ｰ

ンの入賞者(敬称略) ｜平成17年防犯スローガ
ゆラき

最優秀賞小林祐季(秋山小4年）

「負けないで悪いﾉらのゆうわくに」

優秀賞杉田雅志(松岡小1年）

「こんにちはあいさつあふれるあかる’

優秀賞関根匠(松岡中3年）

「その一歩閨と光のわかれみち」
とし,つく

優秀賞高岡利承(秋山中1年）

「守ろうよ地域の安全全員で」

中学生の税に関する標語コンクールの入選者(敬称略) ｜

茨城県知事賞亀井茜(秋山中2年）

「消費税私も嘩牢も納税者」
高萩市長賞柴田彩音(高萩中3年）

「その税が明日への扉開く鍵」
じゅ／ﾉこ

日立税務行政協力会長賞胄木洵子 （高萩中1年）

「納税は暮らしの未来をつくる道」

日立税務署長賞［佳作］

加藤大棋(秋山中2年） 「消費税託す願い明るい未来~」

中西達也(高萩中3年） 「納税は、日本の明日への投資です｡」

日立税務署管内租税教育推進協議会長賞

海老原奈緒(松岡中3年） 「税金で 人一人が作る未来」

川崎沙也加(君田中1年） 「笑顔いっぱい希望を運ぶみ

んなの税」

ちいき」

松岡地区公民館が優良公民館文部科学大臣表彰を受賞’

事業内容や方法に工夫をこらし、地域住民の学習活動に

大きく貢献しているとして、松岡地区公民館が僖良公民館

の文部科学大臣表彰を受賞しました。同公民館は旧城下町

の街並みに合わせた蔵造り風の建物が特徴で「郷土の歴史

講座」など特色ある事業も展開しており、地区の史跡文化

財や松岡藩の変遷等を学びながら、住民の歴史への関心を高

め、地域愛の育成及び文化財の顕彰活動を推進しています。
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’ 糠
①
資
源
と
な
る
紙
の
分
別
徹
底

的
②
生
ご
み
の
水
切
り

鋤
③
ご
み
減
二
一
昊
の
補
助
制
度
活
用

分
別
の
徹
底
（
瞳
草
化
●
置
源
化
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「家庭の可燃ごみ｣は引き続き日立市に処理をお願いすることになりました。

ごみ集積所から回収した一般家庭の可燃ごみは、平成18年11月末日

までの期限付きで、今月（12月）からの－年間、引き続き日立市に焼却

してもらうことになりました。 しかしながら、有料化から3年を経過

した今日、 日立・高萩両市ともにごみの量はいずれも増加傾向にあり

ます。 日立市の清掃センター焼却施設の適正な運転管理に支障となり

つつある状況から、高萩市からの搬入については、前年度比20パーセ

ントの減量化の取り組みが日立市の受け入れの前提条件となりました。
日立市での処理が困難になると、民間企業に可燃ごみの全量処理を

委託することになり費用が増大します。市民のみなさんには今後さら

なる減量化・資源化にご協力をお願いいたします。

対策イ ｜紙類の分別排出の徹底(紙の資源化）
紙類は「可燃ごみ」 とする前に、分別して「資源」 と して出してください｡

紙類の出し方

聯区分鱗
ダンボールダ§

新聞 新信

雛＃

(分類表）
環
境
衛
生
課
容
配
１
７
０
３
１

対象物灘聯
ダンボール

新間紙・折込みチラシ

雷 意 事 項

ﾐがす。厚紙は雑紙類ガムテープははがす

太陽光線による黄ばみや相当古い場合は雑紙類，ー

雑誌・本

コピー用紙

パンフレット ・カタロク

ポスター・カレンダー

紙ファイル・封筒

包装紙

タバコの空箱

名刺・わら紙・厚紙

その他の小破紙

雑紙類 クリップ類、 ファイルの金具・綴りヒモは除く

表紙が布・皮・ビニールで保護されている部分は取

り除く

カレンダーの上部金具は外す

感光紙は可燃ごみへ

再生紙､ホッチキス針付､のり付きでもそのまま出せます

ビニール製の住所枠がある封筒は、そのままで出せます

枚数の多いポスターなどは、丸めたまま出せます

墨
選
鶴

･枚数の多いポスタ

・タバコの箱は、 ヰ

え広げる、シール

は、中の銀紙と表面のビニールを除l

シール台紙(残り紙)は可燃ごみへ

'た

’
※タバコの空箱や名刺などの小破紙は､｢紙袋」 「透明・半透明袋｣に入れて出してもかまいません。

※排出するときはある程度の大きさにそろえて､すずらんテープなどのヒモで十文字に結んでください。

対策2 生ごみの水切り

生ごみの75から85パーセントが水分にあたるため、

ごみの減量には水切りが必要不可欠なことです。水切

りを習|貫にすることで大きな減量になります。

◎水切り器具を配布します

生ごみの水切りが簡単にできるアイデア器具を全

世帯に配布いたしますので、 この器具を利用した水

切りにぜひご協力をお願いいたします。配布の時期

や使用方法などについては後日お知らせいたします。
‐

水切りのコツ…最初からぬらさないこと

○野菜などで使えない部分は、最初に切り落としてか

ら洗いましょう。 対策3 ごみの減量化に対する補助制度
○三角コープ は水にぬれやすいことから､乾いてい

コーナーに入れないことがコツです。
家庭から出るごみを減量するために、市では下表の

補助制度を行っています。ぜひ活用されて、 自家製肥

料による家庭菜園に利用されてはいかがでしょうか。

るごみは三角コーナーに入れな’

三角コーナー利用時の重量増加例

増加割

合(％）
補助対象 補助率 限度額

生ごみ処理容器

(コンポスト等】
購入金額 3千円以内泌

肥
町
ノ
殉

’
購入金額の

1／2
５
８

●
■

０
７

１
１

０
３

１
１

５
６

０
８

電動式生ごみ処理機 2万円以内

73オレンジの皮（1

･産業廃棄物は受け入れできません…事業活動により生じた産業廃棄物は、北部衛生センターでは受け入れでき
ません。専門の処理業者に依頼してください。

･年末年始のごみ収集…平成18年1月1日旧|から3日|火|まで休みます。 自己搬入のごみは、 日曜・祝日を除き12月
31日仕)まで受け付けます。年末年始は混みあうことから、計画的に出すようご協力をお願いいたします。
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老
人
保
健
制
度
は
、
乃
歳
（
｜
定
の
障
害
の
あ
る
人
は
開
歳
）
以
上
の

人
と
《
昭
和
７
年
９
月
卯
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
が
医
療
を
受
け
る
と

き
、
そ
の
負
担
を
軽
く
し
安
心
し
て
「
健
や
か
な
老
後
」
を
送
れ
る
よ

う
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。
そ
の
運
営
は
市
町
村
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
毎
年
医
療
費
が
増
え
続
け
そ
の
対
策
を
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
§
こ
の
大
切
な
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財源……老人保健特別会計

(特定の収入をもって特定の支出に充てて運営する、特別会計です）

老人保健の医療費を支払うために必要なお金は、社会保険診療報

酬支払基金(支払基金)が2分の1を負担し、残りを国･県･市で負

担しています。その支払基金は、老人保健受給者の皆さんが加入し

ている健康保険(国民健康保険や社会保険など)から、みなさんの

かかった医療費に応じて拠出金として支払ってもらいます。

老人保健運営のお金は「市民のみなさん」がそれぞれの立場に応

じて負担しているのです。つまり、老人医療費の増加は私たち自身

の負担増を招くことになります。医療費を増やさない健やかな生活

を考えたいものです。

支
え
あ
い

『
健
や
か
な
老
後
』

シ
リ
ー
ズ
”
老
人
保
健
制
度
“
①

農迄琴‘…辮騒
〆航､、

診

療

閨鐵府原照患
老人保健受給者世帯 ，､‐ 一4AⅡ

官＃謎

を
お
く
る
た
め
に

ー

’’

1保税・保険料

…

国保税・保険料

“

※次回は、老人医療費

の内容などをお知らせ

します。
保険医据課冠23-21 17

市〔国保特別会計〕

社会保険

健康保険組合
共済組合など筐

老人保健受給者のいない世帯

－－－－－ノーノーノー一一一一一ノー－－－－－－ノーーノーーーノーーーーーノーノーノーノーー／一一ノーーーーノー一一一ジーーーーーノーーヘゾーー

「
１
坪
憎
険
鳴
澤
腰
彰
旗
、
、

毎
噸
龍
郷
岬
嫌
峨
叫
蝿
蝿
職
制
蝿
蝿
岬
酔
い
、
丸
牝
岬
胤
『

嘩
哩
．
酌
．
寿
諦
、
Ｊ
｛

』八

》
．

要

…
Ｋ
ｒ

．
霊
胖
Ｌ

ｈ
ｌ
隈
恥
掛
難
燕
湾

高
萩
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
市
が
行
う
事
務
・

事
業
活
動
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
を

平
成
他
年
度
比
で
２
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
旧
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
算
出
し
ま
し
た
の
で

報
告
し
ま
す
。

平成16年度の温室効果ガスの総排出量は2, 318トンで、基準年である

平成12年度(2, 235トン）に比べ3. 6%増加し前年度に比べ0. 3%(7ト

ン）減少しています。減少率が下がった理由としては、北部衛生センター

が高萩市に移管されたことが大きな要因になっています。 (1. 2ポイン

トが北部衛生センターの移管により増となっています｡）

平
磁
躯
零
厘
⑳
温

珈

恥

〉

Ⅱ

恥

州

Ⅲ

鮎

岬
咄

》

I
冊

ー

表1 平成16年度温室効果ガスの排出量

ガスの種類， 温室効果ガス排出量(kg)

二酸化炭素 2,307,053.0

メ タン 72.0

-酸化二窒素 11.3

HF C 4.5

温室効果ガス総排出量

二酸化炭素換算値(kg)構成比(%)
､ ］ .

2,307,053.4;"99.53
1,511． 1 0．07

3,4980鱗0，15
5,824.0"0.25

2,317,886. 1 |1"r"i100.00

蝋縦0．15

園
諦
雷
頭
ガ
ス
錐
出

一
環
境
衛
生
課
悪
認
恥
慰
９
３
Ｊ

１
１

表2温室効果ガス排出量の推移

年度ホ温室効果ガス総排出量(kg) ザリ

平成12； 2,234,899.8

灘鰯職 2,328,2882
鍵驚溌 2,341,166.0
…都 2,325,013.8
冒舅毒曇皇毒ﾐ鶏-零 寺 主一

|蕊16 2,317,886」

今後の対策

量今後は、 さらに庁舎用の

照明・空調設備の電気使用

料及び燃料の使用料を削減

し、 目標達成に努めていき

ます。
鑿’
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○人件費の状況(平成16年度の普通会計決算）

※住民基本台||辰人口･ ･ ･33,953人(平成17年3月31日現在）
,/人事行政の運営状況
I

､》Ⅱ （市職員の給与等）’ ｜人件費率(8/A) |15年度の人件費人件費(B) 割
雫

と 歳出額(A)

112億2,852万9千円

｜ 実質収支

19.9% 19．3％5億5,910万4千円 22"3,781万6千円

※人件費には、特別職に支給される給料、報酎|‘|等を含みます。

平
成
一
六
年
度
の
地
方
公
務
員
法
改
正
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体

は
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
平

成
一
七
年
三
月
に
「
高
萩
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
四
月
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
公
平
性
や
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
、
年
一
回
、
主
に
前
年
度
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
一
二
月

末
ま
で
に
公
表
し
ま
す
。

○職員の給与の状況(平成17年度普通会計当初予算）

給 与 費職員数

(A) #給

一人当たりの

給与費(B/A)

596万3千円

｢冤
帆母』

料 職 勤勉手当

10万6千円

計(B)

16億3,979万6千円

※職員手当には、退幟手当負担金は含みません。

○職員の平均給料月額､平均給与月額､平均年齢の状況(平成17年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職

区分悸珊 ’ 平均年齢

44歳8月

40歳2月

平均給料月額 ず平均給与月額

271,200円 288,300円

283,384円 ’

料月額|平均給与月額 平均年齢：

41歳2月

47歳9月

高萩市

国

344,300円

327,555円

382, 500円

’

※国は平成16年4月1日現在です

○職員の初任給．経験年数別平均給料の状況(平成17年4月1日現在）■戸

経験5～

10年未満

236, 900円

177,400円

236, 900円

177,400円

経験10～~ : ：

15年未満1
経験15～ ‘

20年未満1

319.500円

286,000円

円初任給区 分

国の初任給
I70,700円

206,800円

隙一般行政職隙一般行政職 円
円
円

０
０
０

０
０
０

７
８
０

１
＆
６

７
３
３

１
１
１

170,700円

138,800円

281, 800円

243,300円

円

川

川

く
ｉ

Ｏ
３

６
０

８
６

２
２

138,800円

136,000円技能労務職 高校卒 239,300円 秘書室容23－7320

I○一般行政職の級別職員数の状況(平成17年4月1日現在） 詳しい内容は市のホ一ムページに掲載しています。

蕊 な
容

的
内

準
務

標
職

構成比

（％）
1(

（). 5

2. 1

11 .0

30． 9

10．5

26． 2

地

一年前構

成比(％）
http://www.city｡takahagi.ibaraki.jp

| 職員錘I
主事補・技手

主事・技川i

主幹

主任

係長

課長補佐・技佐

○部門別職員数の状況(各年4月1日現在） （単位:人）職
一
醐
一
鞭

叺

叫
一
皿
一
恥
一
恥

恥

６
０

２
３１

級
級
級

４

５

６

｜議 会
一_ _‐ ‐ ‐ ‐_‐ ’ －－－－－－

総 務

一般行政税 務
(福祉関農林水産

係を除く）商 工’i 工

51 §｜ §’０
４

臥
２

２
１

57 571 △61 △6

一
町
一
帖

５
３

24.3ー
16 151 171 △1 1 2

7級 課長･剛参事

8級 部長参事
職繍職WW|'計";i職職爵

24人

12人

191人 ０

■
■
叩

２
６
０

１

０

０

７

０

２
６
１

１

０１

21 19 △1 1 △1 △2

7 7

32 30 △5 △1 △2

137 135 △12 △9 △2

木
一
計
｝
生

土
一
小
一
民

癖
群

蝿

科

ユ

ー

苦

歩

乱
‐
午
睡
苧
・
↑

一
一
雲
手

※匡|ではほかに9級から11級があります｡標準的な職務|ﾉ1群とはそれぞれ

の級に該当する代表的な職名です”

251 271 △1 △1 1 2

福祉関係衛 生 17 17 20 3

小 計 43 42 47 △1 △1 5

一般行政計 189 179 182 △13 △10 3

教 育 79 75 75 △1 △4
特別行政

小 計 79 75 75 △1 △4

水 道 20 19 18 △1 △1

国 保 6 7 7

公営企業介護保険 9 9 9
等

老人保健 3 3 3

1小 計 38 38 37 △1

衛 生 1

○特別職及び教育長の給料等の状況(平成17年度4月1日現在）
賓 電 韓懸 』舞

区分，
平成16年度 一 一

期末手当支給額f戦野に支給額
』

＆

円
円
円
円
円
円
円

０
０
０
０
０
０
０

㈹
㈹
㈹
㈹
㈹
㈹
㈹

９
１
９
７
９
？
９

５
５
５
５
５
５
５

４
９
３
３
５
９
７

８
６
６
６
４
３
３

円
円
円
円
円

０
０
０
０
０

１
１
１
１
１

１
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

９
１
９
７
？

５
５
５
５
５

４
９
３
３
５

８
６
６
６
４

395,()00円

375,000円

畷長 円
円
円
円
円
円
円

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

８
３
３
３
０
０
０

７
甲

り
り
り
む
ｆ
？

り
臼
〈
Ｕ
⑪
０
ｎ
Ｊ
戸
３
Ｆ
０
」
‐
Ｄ

ｎ
Ｕ
八
０
ｎ
〉
ｎ
Ｕ
Ｆ
識
９
０
Ｊ
局
ｊ

ハ
５
ｎ
ｏ
ｎ
０
、
０
紐
４
ｎ
Ｊ
ｎ
Ｊ

円
円
円
円
円

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

８
３
３
３
０

７
甲

り
り
リ

リ
臼
〈
Ｕ
⑪
０
ｎ
Ｊ
戸
３

ハ
リ
八
０
ｎ
〉
ｎ
Ｕ
Ｆ
識
９

ハ
５
ｎ
ｏ
ｎ
０
、
０
４
４

円
円

０
０

１
１

Ⅸ
Ⅸ

？
？

Ｆ
ヘ
リ
』
牡
リ

ハ
ｕ
Ｕ
ワ
ー

、
く
ひ
、
く
Ｊ

給

躰
料 6月期

12月期

計

6月分

7月分

3月分

１
１
凡

’

報
酬 塗」副議長

議
亘。

貝

妻≦総合計 ’ 3061 292 2943061 292 294※市長・助役・収入役・教育長の給料については、平成14年10月か

ら5％減額支給しています。

△141 △14 ２

※教育長を含みます

6

t

２

３

14
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鈴
木
裕
和
さ
ん

（
高
浜
町
）

松
丘
高
校
３
年
生

10月22日から27日まで、岡山県で行われた第60回国

民体育大会に参加した鈴木裕和さんが、少年ボクシン

グウエルター級で見事に優勝しました。夏の全国高校

総体（インターハイ）では決勝で敗れましたが、 この

大会で見事にその雪辱を果たしました。

「決勝の相手はこれまでの対戦でも勝っていました

が、絶対に優勝したかったので慎重に戦いました。最

後の試合で結果を出せてうれしいです」と話す鈴木さ

んは高萩中学校の出身です。将来は消防士になること

が夢です。

国
体
で
優
勝

秋山っ子
耗､まつり ？
*2005*

「うるう秒？」2006年元旦の朝挿入予定

かつて、時刻を決めるためには地球の公転・

自転に基づく「天文時｣が使われていましたが、

現在では原子の振動を利用した「原子時計」を

もとに決められるようになり、非常に精度の高

いものとなっています。 このため、逆に天文時

に基づく時刻との間でずれが生じるようになり

ました。そこで、原子時計に基づく時刻と0" 9

秒以上ずれないように調整を行った時刻を、世

界の標準時として使うことにしています。平成

11年<1999年> 1月1日以来、 7年ぶりの「う

田
』
ｊ
ｑ
剥
可
利
認
知
制
ェ

！‘

悪

ー

10月30日（月）

について改めて考え戦後60年が過ぎたことで「平和」について改めて考え、

形に表すことをテーマに秋山小学校で開催されました。

子どもたちの発表、 中学生や先生方による演奏、保護者

による読み聞かせなどが体育館で行われました。在校児

童が折り、会場に飾られた千羽鶴は、広島平和記念公園

に送られ展示されています。

るう秒挿入」を行うものです。

今回の調整＃平成18年'(2006年) 1月1日（日）

午前8時59分59秒と午前9時00分00秒の間に

「8時59分60秒｣を挿入します。

羅溌#溌灘線懸甚識蕊羅職縦難蕊総熱溌嬢鑑溌粥締雛燃蕊騒綴綴#蕊熱#灘雛灘熱謝灘

5日(土) 、 「飯能まつり見学ツアー｣として市民32人がバスで飯能市を

訪れ、智観寺では松岡藩を治めた中山氏の祖先｢信吉公｣の墓や宝物館を

見学(写真右) 。飯能まつりでにぎわう市内を見物して帰路につきました。

翌6日（日）の本祭りでは、沢辺飯能市長とともに岩倉市長がオープンカー

でパレードに参加(写真中）したほか、高萩市観光協会が物産販売。祭り

の二日間で延べ11万人の人出がありました。

20日旧）には、吉田千代乃顧問など24人の高萩市文化交流会会員が飯

能市を訪れ、 「"みんよう"ネットワーク飯能」との交流会の中でお互いに

踊りを披露。秩父音頭や松原音頭を全員で踊り楽しみました(写真左) 。

飯能まつり .文化

交流など

（11月中）

友
好
都
市
飯
龍
市
（
埼
玉
県
）
新
庄
市
（
山
形
県
）
と
交
流

ー

蝋聯

霧職溢 新庄市からは消防団員が来高し情報交換
11月21日（月）

友好都市であり災害時の応援協定を結んでいる新庄市

からは、消防団長など21人が視察研修のため来高しまし

た。一行は高萩消防署などを見学したほか、災害発生時

における消防分団運営などについて、市内の消防団幹部

と情報交換をしました。

禰縣識~黄一筆や曽蕪学芸÷奈当漂巽蛙． L . 《 ､､鶏

麺

…
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譲鍾謹驚識懇蕊溌;職獅、雫 伽W繍珊側

今
舂
入
社
し
だ
坂
本
さ
ん
は
経
理
関

係
で
は
久
し
ぶ
り
の
新
人
で
現
在
は

伝
票
処
理
な
ど
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
理
專
門
学
校
に
学
び
ま
し
た
が
、
実

務
で
は
職
場
の
先
輩
に
指
示
を
仰
ぐ
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
「
聞
き
た
い
こ
と

が
多
い
中
で
、
み
な
さ
ん
親
切
に
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
坂
本
さ
ん
が
、
金
額
の
大

き
い
手
形
処
理
や
、
給
料
計
算
を
任
さ

れ
る
た
め
に
は
経
験
が
必
要
で
す
。

仕
事
を
離
れ
て
自
宅
へ
戻
る
と
、
チ
ャ

ゲ
＆
飛
烏
が
大
好
き
な
お
母
さ
ん
が
家

事
を
し
な
が
ら
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
ハ
ミ
ン

一
一

L 言

篝簔雲篝篝

七
月
の
竣
工
後
初
め
て
と
な
る
ダ
ム
ま

つ
り
に
、
市
民
な
ど
一
五
○
○
人
が
訪
れ

ま
し
た
．
管
理
棟
内
に
は
常
設
の
展
示
物

が
配
置
さ
れ
、
輪
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
、

地
場
産
品
や
飲
食
物
の
販
売
も
行
わ
れ
た

ほ
か
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ダ

ム
提
体
内
部
の
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

真新しいえん堤を眺めながら

小山ダムまつり 10月30日(日）

グ
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
か

け
ま
す
。
そ
ん
な
母
の
自
由

な
生
き
か
た
を
「
す
て
き
だ

と
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
音
楽
に
薄
か

れ
て
い
る
坂
本
さ
ん
は
、
工

》
雲
翰
蝿
畷
霞
●
Ｆ
５
２
ｆ
Ｉ
Ｅ
司
罰
屋
同
間
日
日
眉
目
品
偶
月
■
ぬ
い
岬
＃
凸
凹
里
隅
燕
関
川
ｆ
ｖ
Ｅ
嗅
収
、
哩
咄
‐
咽
町
１
下
閥
禅
哨
驚
凹
炉
悸
腓
翠
剛
瑚
醗
町
内
芭
詳
碑
昌
罰

ま
ち
の

っ
己
１
つ
垂
づ
賛

一

〃

●

．

“

●

●

●

画

．

●

．

●

圃

圃

風

●

震

尋

騨

呵

耐

芋

凹

刑

罰

哩

罹

加

鼠

佃

師

柳

駕

唖

但

判

収

刷

關

岫

州

甘

孵

け

い

山

Ｉ

１

ｉ

ｊ

’

＃

！

ｉ

Ｊ

Ｊ

１

４

叩

届

出

Ｐ

㈱
中
村
自
工
深
川
製
作
所

坂
本
賢
太
郎
さ
ん

火災予防を訴え終日の活動
一日消防長 11月9日(水）

こ
の
日
は
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
初
日
、

一
日
消
防
長
に
任
命
さ
れ
た
の
は
東
日
本

ダ
イ
ケ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ッ
㈱
に
勤
務
す
る
宮

内
愛
さ
ん
で
す
。
整
列
し
た
署
員
の
服
装
・

手
帳
の
点
検
写
真
）
、
建
物
の
立
入
検
査
、

防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
ほ
か
チ
ラ
シ
な

ど
を
配
布
し
、
火
災
予
防
を
訴
え
ま
し
た
．

＝

ノ
レ
キ
ギ
タ
が
趣
味
で
す
。
高
校

一
年
生
の
と
き
に
は
文
化
会
館
で

ラ
イ
ブ
演
奏
を
し
ま
し
た
が
、
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
き
す
。
現
在
は
仲
間
と
四
人

県
と
共
催
で
、
花
貫
ダ
ム
に
隣
接
す
る

「
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
」
か
ら
小
滝
沢
キ
ャ

ン
プ
場
等
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
を
使
っ
て
実

施
さ
れ
た
こ
の
催
し
に
は
、
二
三
○
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
紅
葉
が
見
頃

な
め
り
ふ
ち

の
時
期
を
迎
え
、
名
馬
ケ
淵
や
つ
り
橋
な

ど
、
コ
ー
ス
内
の
多
く
の
名
所
で
景
色
を

楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

紅葉を満喫 11月13日（日）

い'fらきへﾙｽﾛｰドｳｫｰｷﾝ県北大会2005 の
バ
ン
ド
を
作
り
、
バ
ン
ビ
ア
ビ
ュ
ー

を
夢
見
て
、
勤
労
吉
少
年
ホ
ー
ム
で

の
練
習
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今

年
、
干
葉
県
箒
張
を
会
場
に
行
わ
れ

た
ロ
ッ
ク
の
祭
典
「
サ
マ
ー
ソ
ニ
ッ

ク
」
は
、
仲
間
と
か
か
さ
ず
見
に
行

く
毎
年
の
楽
し
み
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
迎
え
る
決
算
時
期
は
、

経
理
担
当
者
と
し
て
仕
事
の
山
場
に

な
り
ま
す
。
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、

こ
の
時
期
を
乗
り
越
え
れ
ば
、
就
職

後
最
初
の
一
年
を
ひ
と
と
お
り
経
験

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
、
仕
事

に
対
し
て
も
意
欲
的
で
す
。

‐

中
央
公
民
館
や
市
民
体
育
館
な
ど
の
会

場
で
は
、
市
内
の
農
家
や
商
店
、
企
業
な

ど
が
参
加
し
て
農
産
物
や
各
種
の
商
品
、

製
造
品
が
展
示
即
売
さ
れ
ま
し
た
．
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
や
、
県
警
白
バ
イ
隊
が
参
加
す

る
な
ど
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
多

く
の
人
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

士
冗
、
ノ

ー
脹
日

目
ｉ

示
日

展
加

積
冊

集
土

ｆ
ｉ

融
狛

雛
卿

物産な
祭

か
業

曲
豆
産 胃毒燕壗篝蕊蕊謹鐡'謹､

自然をたいせつにし､美しいまちをつくり ’旧
ｒ
Ｊ
聾
●
心

ましよう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょ
つ。

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつ
くりましょう。

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくり

ましょう

I君 日

1』弓
F畦『

畷
|砿

＃
IF

腱｡

1

里軍弓ﾕF

今EJLP蕊

錘

1

呑示弄両寺一

穂蕊蕊溌騨甑
…

『

市●. 制施行
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第90回二科展第53回写真部展
一般部門［銀塩作品］初入選

一
つ
動

！騒〔'1 イ解薫鰐曇
雲

写
真
の
部
に
は
一
五
六
○
一
点
の
応
募
が
あ
り
、

横
山
さ
ん
は
六
九
七
名
の
入
選
者
の
一
人
に
選
ば

れ
ま
し
た
．
入
賞
作
品
は
、
東
京
都
美
術
館
と
上

野
の
森
美
術
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

横
山
孝
夫
さ
ん
（
高
浜
町
）

「
衣
を
ま
と
っ
た
蓮
」

チェン・ミン
ニ胡コンサート

プロフィール

2002. 1月 「第53回NHK紅白歌合戦」

谷村新司氏と「昴」で共演

2004.4月 「NHK 【火の烏】 」の音楽に

チェコ・フィルとともに参加等

識
鵜
驚
薑
簔
臺
篝
鶴
臘

蕊

■日時平成18年1月15日 （日）

開演午後5時30分

■入場料4, 000円（全席指定）

☆入場券好評発売中☆

蕊

AMATERASU'(ｱﾏﾃﾗｽ)展入選"fjl"i
岬；

ｰｰざ ｴ

今年9回目を迎えるこの写真展に小野さんは第2回か

ら連続入選しています。今回入選したのは、 自宅の庭に

咲いたチロリアンランプを撮影したもの。受賞写真は毎

回写真集にまとめられていますが、小野さんから第2回

から9回までの写真集が市に寄贈され、図書館で見るこ

とができます。

‐

雲
雲
塞
雲
雲
簔
塞
轄
》
総
轄
蝿
鶴
鍵
》
鐸
》
篝
》
雲
雲
篝
》
》
鐸
癖
蝉
綱

「
赤
提
灯
の
花
開
く
」

小
野
勇
治
さ
ん

（
赤
浜
）

難蝋纈蝋卿聯職繍

ー

■

日月火水木金土1 日月火水木金土

'2』⑤‘ '&鍬↑鳴認撚師
I■■■

図書館
ｶﾚﾝｰ

●は

休館日

ﾛ■■■■

I■■■■

←

月M職棚捌月
25⑳27⑳⑳⑳⑳！

15⑯1718192021
22⑳242526⑳28
29⑳31荘23-7174》[開館時間1ig:30～17:50

子ども映画畠 12月10日(土） 14：30～

「さいごのおきやくさま」

「雪の女王」

12月17日(土） 14： 30～

「サンタクロース」 「クリスマスツリ

「メガネ」 「さんかく1冒子」

12月24日(土) 14: 30~

絵本 ホウキさんとメガネさん

紙芝居かま＜らのおしょうがつ

ﾈﾙｼｱﾀｰマッチうりの少女

2006年大河ドラマ「功名が辻～山内一豊の妻～」

を先取り

,司馬遼太郎全集9（功名が辻） 文芸春秋

．－豊の妻 読売新聞社

・旦那さま大事～山内一豊の妻～ ラインブックス

・三番手の男～山内一豊とその妻～日本放送出版社

・山内一豊のすべて 新人物往来社

・山内一豊の妻 新人物往来社

，山内一豊のことがマンガで3時間で分かる本明日香出版社

‘山内一豊と千代 岩波書店

、山内一豊 PHP研究所

おりがみ教室’

闘麺屋

図書の検索は図書館ホームページで－

アドレスhttp://www. jsdi ｡or. jp/~taka-1 ib/

9



－

来
年
の
４
月
１
日
か
ら
保
育
所

（
園
）
に
入
る
お
子
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。
保
育
所
（
園
）
は
、
保
護
者

が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
の

た
め
に
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
保

護
者
に
か
わ
っ
て
、
毎
日
一
定
の

時
間
保
育
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
集

団
生
活
に
な
れ
さ
せ
る
た
め
、
あ

る
い
は
、
下
の
こ
ど
も
の
保
育
に

手
が
か
か
る
た
め
と
い
う
理
由
で

は
申
し
込
み
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
▼
受
付
期
間
平
成
旧
年
１

月
相
日
（
月
）
か
ら
１
月
訓
日
（
火
）

ま
で
。
▼
申
込
社
会
福
祉
課
ま

た
は
各
保
育
所
（
園
）
に
申
し
込
み

用
紙
を
提
出
。
※
申
し
込
み
用
紙

は
社
会
福
祉
課
・
各
保
育
所
（
園
）

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

噌
池
抄
つ
ゞ

保
育
所
（
軍
）
に
入
る
お
子
さ
ん ○

○

●各保育所(園)の募集人員と状況 平成17年11月1日現在
＊
右
表
の
と
お
り
各
保
育
所
と
も

定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
所
希

望
者
多
数
の
場
合
希
望
す
る
保
育

所
へ
入
所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
入
所
墓
準
に
該
当

し
な
い
場
合
は
、
入
所
が
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。 集

員
募
人

《
訓

自

員

．

Ｉ
：
定名 称 住 所 ｜電話番号|設置者 開所時間(平日）

7 ： 45～18 ： 00

開所時間(土曜日）

高萩保育所 本町3-118 22-24291高 萩 市高 萩 市

(福)同仁会

(福)聖徳福祉会

０
６

２
１

０
０

６
２１

7 ： 45～12 ： 30

高浜町2 35

安良川271

下手綱825-3

安艮川1251-1

同仁東保育園

聖徳保育園

松ヶ丘保育園

あおぞら保育園

聖徳保育園

松ヶ丘保育園

あおぞら保育園

１
６
７
１

２
６
８
６

１
２
６
６

６
５
４
５

３
３
３
３

２
２
２
２

０
０

０
０

８
９

１
１

－
－

０
０

０
０

７
７

０
０

０
０

９
９

１
１

－
－

０
０

０
０

７
７

７ 帥９帥

卯

帥

鋤

２
’
４

７
７

一
㈹
’
㈹

８
８

１
１
１

－
一
一

０
０
０

０
０
０

孝
洋

愛
博

』
ｊ

冒
田
石
田

伸
仲

〈云

今云

０
０

０
０

９
９

１
１

－
－

０
０

０
０

７
７

ー

＊最終的な募集人員等は多少変更が生じる場合があります。

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名

簿
を
作
成
し
ま
す
。
該
当
者
は
申

請
害
を
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
▼
提
出
期
限
平
成

旧
年
１
月
相
日
（
火
）
。
▼
申
請
手

続
［
生
産
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
］
生
産
組
合
長
よ
り
申
請
書

が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
生
産
組
合
長
に
提

出
し
ま
す
。
［
生
産
組
合
に
加
入

し
て
い
な
い
人
］
農
業
委
員
会
事

務
局
へ
直
接
、
あ
る
い
は
電
話
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
▼
対
象
者

平
成
旧
年
３
月
訓
日
現
在
で
満
加

歳
以
上
（
昭
和
剛
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
次
の
①
か

ら
⑧
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
。
①
Ⅲ
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
を
耕
作
す
る
人
。
②
①
と
同
居

の
親
族
、
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、

年
間
お
お
む
ね
帥
日
以
上
耕
作
に

従
事
し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が

認
め
た
場
合
。
③
側
ア
ー
ル
以
上

耕
作
に
従
事
す
る
農
業
生
産
法
人

の
組
合
員
、
ま
た
は
社
員
で
、
年

間
帥
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
場
合
。

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
狂
四
１
７

３
１
９

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
の
申
請
者

●●●●●●●●●●●●叩●●●●qD 4h●●●●●●●

｜
聿
副
回
新
舂
市
民
マ
｜
フ
ソ
ン
大
会

▼
日
時
平
成
旧
年
１
月
距
日

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
市
民
体
育

館
で
開
会
式
。
▼
コ
ー
ス
市
内

一
円
．
▼
対
象
者
市
内
に
居
住
、

ま
た
は
勤
務
、
通
学
し
て
い
る
人
。

そ
れ
以
外
の
人
は
オ
ー
プ
ン
参
加
。

▼
参
加
料
一
般
・
親
子
・
オ
ー

個人事業者のみなさん、
売上1,000万円を超えていませんか？

ー

前々年の課税売上高が1,000万円を超えると消費税の課税事業者になります

新たに消費税の課税事業者となる方

◇速やかに「課税事業者届出書」を提出してください。

◇日々の記帳や書類の保存が必要です。

一般課税により申告される方は、帳簿と請求書等が保存されていない場合、

仕入れや経費の支払いの際の消費税分を控除することができません。

消費税の簡易課税制度を選択する方

◇「簡易課税制度選択届出言」を提出してください。

平成17年に新たに課税事業者となった方、平成18年に課税事業者である方

は、平成17年12月31日までに提出する必要があります。

○問合せ日立税務署個人税部門窓0294－21－6348

ブ
ン
の
部
２
，
０
０
０
円
。
小
・

中
学
生
、
高
校
生
は
１
，
０
０
０
円
。

▼
部
門
１
．
６
ｋ
ｍ
、
５
ｋ
ｍ
、

佃
ｋ
、
。
▼
申
込
枢
月
叫
日

（
土
）
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

市
民
体
育
館
へ
。
▼
問
合
せ
高

萩
市
陸
上
競
技
協
会
磯
野
秀
敏

さ
ん
狂
羽
１
１
５
８
５

国税庁ホームページhttp://www.nta.go.jp
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一
高
萩
市
ス
キ
ー
教
室

▼
日
時
平
成
侶
年
１
月
配
日

（
土
）
・
羽
日
（
日
）
の
一
泊
一
一
日
。

羽
日
の
午
前
６
時
出
発
。
▼
会
場

グ
ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

（
福
島
県
）
。
▼
対
象
者
一
般
市

民
先
言
㈹
名
（
小
学
４
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
▼
参
加
料
１
３
，

０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
１
２
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
）
▼
申
込
方
法
枢
月

旧
日
（
火
）
か
ら
四
日
（
金
）
ま
で

に
所
定
の
用
紙
に
参
加
料
を
添
え

て
市
民
体
育
館
へ
。
▼
問
合
せ

生
涯
学
習
課
狂
四
１
１
１
３
２

…遁酌一琴二

▼
対
象
昭
和
訓
年
３
月
訓
日
以

前
に
結
婚
し
、
今
日
ま
で
卵
年
間

と
も
に
健
在
で
前
回
ま
で
に
対
象

に
な
ら
な
か
っ
た
ご
夫
婦
。
▼
お

祝
い
の
内
容
褒
状
と
記
念
品
を

後
日
自
宅
に
お
届
け
し
ま
す
．
▼

申
込
平
成
旧
年
１
月
別
日
（
火
）

ま
で
に
、
ご
夫
婦
の
氏
名
と
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
結
婚
記
念
日

を
高
齢
福
祉
課
ま
で
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ

高
齢
福
祉
課
狂
〃
ｌ
Ｏ
Ｏ
８
０

結
婚
印
年
の
金
婚
の
お
祝
い

｜
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

▼
講
習
日
時
平
成
旧
年
２
月
２

日
（
木
）
［
一
般
］
午
前
９
時
釦
分

か
ら
枢
時
訓
分
ま
で
。
［
給
油
］

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

▼
講
習
会
湯
日
立
市
民
会
館
。

▼
受
講
料
４
，
７
０
０
円
（
茨

城
県
収
入
証
紙
）
▼
申
込
平
成

旧
年
１
月
枢
日
（
木
）
の
午
前
仰

時
か
ら
午
後
３
時
訓
分
ま
で
に
日

立
保
健
所
で
受
け
付
け
。
郵
送
の

場
合
は
、
平
成
旧
年
１
月
別
日

（
金
）
ま
で
に
㈱
茨
城
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
（
水
戸
市
笠
原

町
９
７
８
番
妬
茨
城
県
開
発
公
社

ビ
ル
４
階
盆
０
２
９
１
３
０
１
１

７
８
７
８
）
ま
で
。
※
申
請
害
は

高
萩
市
・
日
立
市
事
務
組
合
消
防

本
部
に
あ
り
ま
す
。
▼
問
合
せ

高
萩
市
・
日
立
市
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課
危
険
物
係
狂
迦
１
２

９
１
９

信砥一一=三 二,＝ﾐ帝

▼
日
時
枢
月
仰
日
（
土
）
午
前

９
時
訓
分
か
ら
午
前
川
時
妬
分
ま

で
。
▼
対
象
ど
な
た
で
も
参
加

｜

’

鰯
辿
噌
“
”
轡

聿
詔
回
高
萩
市
社
会
福
祉
大
会 ー

一
詣
蜘
蹄
則
曜
覗
釧
龍
典

で
き
ま
す
。
▼
会
場
文
化
会
館
。

▼
内
容
講
演
会
（
吉
村
ふ
く
好

氏
）
・
式
典
。
▼
問
合
せ
社
会

福
祉
協
議
会
狂
羽
１
８
３
４
１

▼
日
時
枢
月
旧
日
（
日
）
午
後

枢
時
釦
分
開
場
。
▼
会
場
文
化

会
館
。
入
場
無
料
．
▼
内
容
第

一
部
皿
記
念
式
典
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
大
会
第
二
部
卵
記
念
講
演

常
総
学
院
高
等
学
校
野
球
部
総
監

督
木
内
幸
男
氏
「
野
球
と
わ
が

人
生
」
。
▼
問
合
せ
高
萩
市
体

育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
内
）

狂
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

q l1L Ⅱ ¥' 1門11 I L咄

平
成
何
年
工
業
統
計
調
査
を
枢

月
訓
日
現
在
で
行
い
ま
す
。
調
査

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年
枢

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
、
県

知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
。
年
末
年
始
の
お

忙
し
い
と
こ
ろ
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い

い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

振り込め詐欺が高萩譽察署管内でも発生しています。 ー

/〆架空請求詐欺と対策 、

●身に覚えのない請求がきたら無視し、請求の電話は断固拒否。

●不審なメールに記載されているURLにはアクセスしない。

p相手に連絡をしない、 自分の住所･氏名を教えない。 ノ

〆融資保証金詐欺と対策 、

●融資の前提として現金を振り込ませるこ

となど、正規の貸金業者ではあり得ない。

（決して信用して振り込まないこと。 ノ
、 ノ

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
問

合
せ
総
務
課
猛
四
１
２
１
１
９

オレオレ詐欺と対策
〆グローグロー回r症､ｰか』シF ､

●自分から先に夫・子どもの名前を呼ばずに相手から先に名乗らせる。

●相手に家族の名前､住所などを聞き本人かどうか確かめる。

●電話を切ったあと､本人・家族・関係者と連絡をとり､事実を確認する。

●事実を確認できないときは振り込まない。
、 ノ
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読蕎債毒債溌鯛 遥鰯ユ
馳

棚
’

対寺山u

元朝の「ささら舞い」 ﾌﾚｰﾌﾚｰ‘ﾃﾚﾌｫﾝをご利用ください
召029－226－2020 ．

－年の無病息災、五穀豊穣を願って

奉納されます。 育児・介護・家事代行などのサービ

○日時平成18年1月1日（日）午前スに関する!|=Rを電話で掴共するプレー

0時～ プレー・テレフォンをご利用くださ

○場所丹生神社の境内（下手綱） い。

●問合せ丹生ささら保存会事務局 ○内容育児情報：公立・私立保育所、

矢野正三さん召23-7318 （監査委 認可外保育施設幼稚園、保育サポー

員事務局内） 夕一、ベビーシッター、放課後児童

クラブなど。 介護情報：介護サー

ビスを提供する施設、介護をサポー

トしてくれる人など。
不動産取得税について

家事代行'|胄報：家政婦紹介所など

不動産取得税は、不動産（土地家○相談日・時間月曜日～金曜日 （祝

屋）を売買交換、贈与、新築増築 祭日、年末年始を除く）午前9時30

などによって取得した場合に、その取 分～午後4時30分

得者に一度だけ納めていただく税金で○問合せ 21世紀職業財団茨城事務
す。 所容029-226-2020

◇納める額は

嘩壌w……幣蝿#綱繩綱州聯聯州郷………

↓…基…滞繩難i卿紬#紬紬$“縄“辮馳錨紬轤逮鯰謹撫諜

君田のジャンボクリスマスツリー

樹齢約100年、高さ30メートルの唐

檜がジャンボクリスマスツリーに変身

します。点灯式では豚汁などがふるま

われます。みなさんお越しください。

○日時 12月23日（金）午後5時から。

○会場上君田の十文字

○点灯期間 12月23日（金）～平成18

年1月15日（日）

●問合せ唐檜会佐川克弘さん

"28-0347

「国の教育ローン」のご案内；

「国の教育ローン」は、教育のため

に必要な資金を融資する公的な制度で、

入学時や在学時の費用として幅広く使

うことができます。

○対象者大学・短大・專修学校・各

種学校へ入学・在学される方の保護

者または本人で、前年の年収が1世

帯990万円（事業所得者は770万円）

以内の方

○融資額 1人につき200万円以内

○返済期間 10年以内（交通遺児家庭

又は母子家庭の方は11年以内）

○利率年1. 65％(17年8月31日現在）

○返済方法元利金等毎月払い（ボー

ナス併用、ステップ返済も可能です）

●問合せ国民生活金融公庫日立支店

密0294-24-2451

不動産の価格×税率=税額ー

で算出します。

※不動産の価格とは、建築費や購入価

格ではなく、固定資産課税台帳に登

録されている価格をいいます。また、

新築家屋のように固定資産課税台帳

に価格が登録されていない不動産に

ついては、固定資産評価基準により

評価した価格となります。一定の用

件に当てはまる住宅や土地を取得さ

れた方には、不動産取得税が軽減さ

れる場合があります。

●問合せ高萩県税事務所課税第二課

容22-2586

日立工業高等学校定時制
; 成人特例選抜

○募集課程茨城県立日立工業高等学

校定時制（機械科）

○募集資格中学校もしくはこれに準

ずる学校を卒業し、原則として県内

に居住または勤務している人で、平

成18年4月1日現在、満20歳以上の

人。

○願書提出方法 12月1日(木)から日

立工業高等学校で交付する願書を平

成18年2月3日（金） ・ 6日（月） ・ 7

日(火)に提出。郵送の場合は2月2

日～6日の消印有効。

○面接日平成18年3月7日（火）

○発表日平成18年3月14日（火）

定員に満たない場合は第2次募集を

行います。

○選抜方法調査書面接作文など

により総合的に判断します。学力審

査はありません。

●問合せ日立工業高等学校定時制

召0294－22－1049

茨城県立農業大学校学生

募集

高校卒業（及び見込）者以上が対象。

農業部50名、園芸部30名のうち一般試

験（前期･後期）で40パーセント程度

を募集します。

○受付期間前期試験： 12月19日（月）

～平成18年1月18日(水)、後期試

験：平成18年2月6日(月)～20日（日）

○試験日前期:平成18年1月31日（火）

後期：平成18年3月3日（金）

●県立農業大学校容029-292-0010

茨城県立産業技術短期大学校学生募集

平成17年度に開校した県立産業技術

短期大学校は、幅広く県内の産業界に

貢献できる即戦力となる人材を育成す

るためITのスペシャリストを目指す

学生を募集します。

○募集定員各課15名程度

○受付期間 12月19日（月）～平成18

年1月17日（火）まで

○試験日平成18年1月24日（火）

●問合せ県立産業技術短期大学校

5029-269-5500

ー

善意鰯窓電電･；J･･篝〃
： 芦
● ●

● ●

：ありがとうございました ：
● ●

；※ﾈ+会福祉協議会へ ：
● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

； ． （故)椎名r人さん（島名） 。
● ●

§ 100, 000円§
●

； ・身体障害者療護施設雪Eg ;
● ●

23,450円§
●

●

●

§ ・高萩山草会 16, 573円§
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

|日立市 ヒタチスターライトイルミネーシヨン2005

日立の冬の風物詩。 20万球の光によるイルミネーションと、さまざまなイベ

ントをお楽しみください。

○とき 12月25日（日）まで午後4時30分～午前0時

○ところ日立新都市広場JR日立駅前周辺

○内容 ［クリスマスゴスペルコンサート]12月24日(土）午後6時～8時

［みんなの夢をキャンドルに託して～DreamTree～]12月18日（日）
午後4時30分～6時30分

●問合せ日立シビックセンター交流サロンE0294-24-7711
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■兼第26回市民ソフトボール大会

□とき 10月2日旧） ・ 23日旧）

□ところ高浜運動広場口参加チーム
生涯学習課

B23-1132

（敬称略) 髪;

13チーム

《第25回市民総合体育大会》
■兼第57回市民ソフトテニス大会

□とき 10月16日旧） □ところ高浜運動広場テニスコート ロ参加者91組

第3位

黒沢・山本

（一般）

丹波・富田

（高萩レディース）

砂口・羽田

（高萩クラブ･招待者）

優："‘勝‘ " 準優勝 1 ％

長谷川・内山

（高校生）

高橋・飛田

(高萩レディース）

､『 ‘第‘ 3位
吉田・斉藤

（高萩クラブ）

島田・渡辺

(高萩レディース）

関口・矢代

（高萩クラブ）

後藤・藤澤

（高萩中）

樫村・菅波

（高萩中）

"鮒‘ ;第‘ 3位
吉田・斉藤

（高萩クラブ）

島田・渡辺

(高萩レディース）

関口・矢代

（高萩クラブ）

植村・加

（一般）

藤
一般男子の部

佐藤・佐藤

(高萩レティース）

能谷。杉浦

（高萩クラブl

古嶋・武田

（高萩中）

古嶋・武田

（高萩中）

一般女子の部

飛田・高橋

（高萩クラブ）

森泉・緑川

（高萩中）

壮: ゞ年 の部

小林・中

（高萩中）

植村・長

（秋山中）

西
中学男子の部

中ゞ学女子の部

中学男子の部

中ゞ学女子の部
岡鈴木・宮本

（高萩中I

佐々木・永山

（高萩中）

佐々木・永山

（高萩中）
ー

■平成17年度スポーツ少年団秋季親善野球大会

□とき10月23日（日） ・ 1 1月3日（木）

□ところ市営野球場他口参加チーム 8チーム

■兼第19回市民ゲートボール大会

□とき 10月27日（木）

□ところ東グラウンド ロ参加チーム 5チーム

■第29回珂北高等学校バレーボール大会

□とき 1 1月2日（水） ． 3日(木） □ところ市民体育館ほか口参加チーム男子10、女子14チーム
毎､ ' 1

1

､ 、 w¥， ｡ #ﾊ｛
h W

1 11

日

女 ‘子の"部部
高
一

”
業

の

椿
弟

ヱ
Ｊ

ゞ
工
第

男
賀
一
漠

》

《

田

可

立

王

!

商 業

優
３

校吉
｢戸］

校

校

校

校

瞳
勝
位

立優

準

第

勝
一
多
一
那

日

巨
向

~古

｢司
校
一
校

校

ユー

_LL秀 学 園 日明
一
日
一
太

’
二
同

吉

向

一
二
向
一
一
百
向

立
一
田

第

第

二

＝＝
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ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
‐
Ｉ

f一一詞←~ご"÷f

豆
第
五
回
熟
錬
者
全
国
空
手
道

一

選

手

権

大

会

で

準

優

勝

一

－

一
○
月
一
五
日
（
土
）
に
静

岡
県
御
殿
場
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
た
第
五
回
熟
錬
者
全

国
空
手
道
選
手
権
大
会
に
お

い
て
、
津
谷
順
三
さ
ん
（
下

子
綱
率
写
真
）
が
男
子
六
○
歳

忽
手
の
部
で
準
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。鍾豊回鶉謂塞頚禰言匡戦鯛

11月13日(日)、福島県で行われた第21回東日本女子駅伝競走大
会の茨城県の代表選手として、高萩市内から茨城キリスト教学園高

校3年の本城莉美さん(島名:写真右)と秋山中2年の小室美穂さん
(島名：写真左)が出場しました。本城さんは第6区の4.1kmを、小
室さんは第8区の3.0kmを力走し、茨城県チームは堂々の第3位と
大健闘を果たしました。

声

亀

毒
強
、
鰊
｝
‐

一
霊
》

《一
鐸二

式

握

ｒ

”

岬

鼬

囎

，

》

一

》

『
一
丑
一
一
凸
》
“
垂
に
準
一
一
一
三
一
《

壼一
1

13
夢 、

信 “ “’ 勝I＝ - -

準優 勝

弟 3燃位
…

寿 苑 パ ワ － ス

C ・ S 夕一 卜ルズ

石滝サンマ リ ン

駒木原ソフ トクラフ

優 ､； ､1 ，KI券｛

優!↑勝

第 3‘ 位

松 原 野 球

松 岡 野 球 B

浜 野 球 A
【＝コ
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